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季
末
茶
話
會
を
午
後
八
時
よ
り
小
講
堂
に
て
開
催
す

▲
十
二
月
十
九

H

午
後
六
時
四
十
五
分
大
軌
上
六
騨
出
骰
、
奈
良
、

紅
葉
し
て
ゐ
た
。

る
。
吉
田
、
武
藤
雨
先
牛
を
初
め
四
十
五
名
出
席
、

年
賀
合
あ
り
。
會
貝
敗
名
参
堂
、
先
師
儒
諸
先
生
の

▲
―
―
一
月
十
三

B

紳
位
を
拝
し
、
古
田
、

八
七

岡
山
雨
先
牛
に
賀
詞
を
奉
る
。

拝
観
し
て
解
散
す
る
。
林
間
の
楓
樹
大
幾
き
れ
い
に

▲
昭
和
十
二
年
一
月
一

H

名
、
源
患
宗
先
生
の
臨
地
講
演
を
拝
聴
し
、
佛
像
を

會
誌
懐
徳
第
十
四
桃
を
刊
行
す
る
。

▲
十
一
月
十
五

H

太
秦
の
廣
廃
寺
に
史
蹟
見
卑
會
を
催
す
。

代
表
者
敷
名
翁
葬
燒
香
す
る
。

一
行
三
十

阿
部
野
齊
場
に
て
會
員
桑
原
直
子
氏
の
葬
儀
あ
り
、

▲
十
二
月
二
十
二

H

歳
を
忘
る
。

本
常
恒
祭
を
果
行
せ
ら
れ
、
會
貝
一
詞
奉
什
す
る
。

宴
、
卯
吟
あ
り
て
興
を
添
え
、
談
笑
狸
に
時
を
忘
れ

▲
昭
和
十
一
年
十
月
十

H

山
、
吉
田
先
生
を
初
め
十
五
名
出
席
、
午
後
六
時
開

洒

井

全

太

郎

記

北
濱
の
料
亭
よ
し
や
に
て
有
志
忘
年
會
を
催
す
。
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▲
十
二
月
二
十
一

H

氣
諏
々
、
非
常
に
賑
や
か
で
あ
っ
た
。

中
村
直
勝
先
牛
を
中
心
に
し
て
一
家
族
の
や
う
に
和



蹟
な
ど
踏
査
し
て
解
散
す
る
。
會
員
五
十
餘
名
参
加

十
餘
名
、
中
村
先
生
の
紙
の
話
な
ど
承
り
、
餘
興
に

講
演
、
賓
物
等
を
観
聴
し
た
る
後
、
・
銅
の
採
掘
の
藉

午
後
八
時
よ
り
季
末
茶
話
會
を
開
く
、
出
席
會
員
四

北
撮
の
多
田
紳
社
に
参
拝
、
中
村
直
勝
先
生
の
臨
地

▲
六
月
二
十
六
日

藤
先
生
の
憲
位
に
参
拝
す
る
。

▲
四
月
二
十
九

H

問
す
る
。

會
員
浦
山
榮
次
郎
氏
の
非
儀
あ
り
、
代
表
者
敷
名
弔

會
員
有
志
約
十
名
、

恭
仁

lIl
荘
に
至
り
て
故
湖
南
内

っ
た
。

員
約
五
十
名
、
蹄
途
京
都
き
く
や
に
て
晩
餐
を
共
に

生
の
下
手
物
の
話
な
ど
あ
り
、
出
席
者
四
十
餘
名
あ

▲
四
月
二
十
五

H

等
、
此
の
地
に
縁
故
の
人
々
を
偲
ぶ
。
参
加
せ
し
會

午
後
八
時
よ
り
季
末
茶
話
會
を
開
く
、
中
村
直
勝
先

▲
三
月
二
十
七

H

て
和
氣
清
麿
、

弘
法
大
師
、
文
覺
上
人
、
明
恵
上
人

し
て
解
散
す
る
。

明
寺
、
拇
尾
、
高
山
寺
の
佛
像
及
び
建
築
を
順
寛
し

り
て
後
、
會
員
由
良
氏
の
別
荘
羅
浮
山
荘
に
て
休
息
、

翌
朝
蹄
阪
す
る
。

一
行
約
四
十
名
。

観
し
、
中
村
直
勝
先
生
の
御
説
明
を
承
る
。
修
法
終

月
堂
に
至
り
て
特
に
内
陣
に
於
て
御
水
取
修
法
を
拝

▲
六
月
十
四

H

後
、
同
先
生
の
御
指
導
に
て
紳
護
寺
及
び
槙
尾
、

高
尾
、
神
護
寺
に
て
源
豊
宗
先
生
の
臨
地
講
演
拝
聴

▲
五
月
―
―

-+B

し
た
。

八
八

西



詩
吟
な
ど
あ
り
て
盛
會
で
あ
っ
た
。
尚
席
上
、
吉
田

先
生
よ
り
三
宅
石
奄
、
井
上
赤
水
等
常
地
先
賢
の
遺

文
事
蹟
蒐
集
事
業
に
就
き
援
助
を
求
め
ら
る
。

▲
八
月
十
四

B

高
野
山
に
登
り
て
一
泊
の
計
董
は
、
支
那
事
菱
の
武

め
中
止
す
る
。

山

本

楢

信

記

日
支
の
戦
雲
愈
命
を
告
ぐ
る
に
至
り
、
出
征
軍
人
を

折
喪
失
せ
し
め
、

以
て
支
那
四
倭
の
民
衆
に
、
紳
國

H

-H-JJ
を
抜
い
た
以
上
敵
を
熾
滅
し
て
抗

H
意
識
を
挫

八
九

念
願
す
る
以
外
他
意
な
き
こ
と
を
異
に
能
く
反
省
し
、

兵
は
、
大
陸
の
瞭
野
に
身
命
を
掬
つ
て
戦
闘
し
て
ゐ
る
。

送
る
歓
呼
の
臀
は
巷
に
湖
ち
、
我
が
勇
猛
果
敢
な
る
将

編

輯

を

終

ヘ

て

易
き
は
我
の
弊
、
油
断
は
大
敵
で
あ
る
。
難
関
突
破
に

て
、
上
下
一
致
、
堅
忍
持
久
の
精
紳
を
以
て
邁
進
ぜ
ね

に
喜
び
勇
ん
で
生
命
が
け
の
御
奉
公
を
抽
ん
で
て
居
る
。

肱
亜
左
府
巻
し
て
天
下
に
君
臨
せ
し
支
那
民
族
の
氣

字
、
今
、
何
廊
に
あ
り
や
。
朝
に
は
英
に
媚
び
、

タ
に

本
國
民
の
根
本
的
心
情
は
何
で
あ
る
か
、
乱
脈
施
こ
す

扉
な
き
支
那
を
救
済
し
て
、
王
逍
業
土
た
ら
し
む
る
を

而
し
て
統
一
覺
醒
せ
ら
れ
た
る
支
那
民
衆
の
國
家
観
念

は
蘇
に
援
を
求
む
る
卑
屈
根
性
を
停
止
せ
よ
。
我
が
日

ば
な
ら
ぬ
。
今
や
我
が
國
民
は
協
同
一
致
、

君
國
の
武

師
の
需
ふ
と
こ
ろ
敵
は
な
い
。

ざ
れ
ど
然
し
易
く
冷
め

ば
鬼
紳
も
こ
れ
を
避
け
、

正
義
の
利
剣
を
振
り
哨
す
王

を
打
ち
懲
す
の
は
親
の
大
慈
悲
で
あ
る
。
断
じ
て
行
へ

本
の
石
有
難
味
を
徹
底
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
放
蕩
息
子


